【冒頭あいさつ】

本日、平成１5年2月市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にはご多用中にもかかわらずご参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。

本定例会の開会にあたり、平成１５年度会津若松市一般会計予算をはじめとする諸案件のご審議をお願いするとともに、市政執行に取り組む私の所信と施策の大綱を申し述べ、皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。　

【就任後4年間の総括】

さて、平成１１年4月、歴史と伝統ある本市の第32代市長として、市民の皆様の負託を担い市政を担当し、間もなく4年が経過いたします。この間、先の世紀から21世紀とかわる歴史的転換の時期に、私は、20世紀を締めくくる最後の市長として、また、新たな歴史が始まる21世紀最初の市長として、12万市民の福祉と幸福をかなえるべき大きな責任と本市の未来を形づくることへの情熱を持ちながら「市民が主役の開かれた市政」を基本に、誠心誠意市政運営にあたってまいりました。

振り返りますれば、就任当初「会津若松市の活性化と都市再生に向けて」を公表し、行政各般にわたる事業の見直しに取り組む一方、「美しいまちづくり」「賑わいのあるまちづくり」「高度情報化に対応したまちづくり」を施策の３本柱に掲げ、市民との協働による「花と緑のまちづくり」、ＩＳＯ14001の認証取得等による「環境施策の推進」、干飯櫓・南走り長屋の復元等による「観光誘客」、親善交流都市の締結などによる「ゆかりの地との交流促進」、大規模な半導体企業の高久工業団地への誘致による「雇用の創出と地域経済の活性化」、さらにはＩＴ装備都市研究事業による「情報先進都市を目指した取り組み」など精力的に事業を進めてまいりました。

また、本市の今後１０年間を見据えた将来のまちづくりのビジョンとして、第五次会津若松市長期総合計画「会津まちづくり物語～元気・創造～」を策定いたしました。この計画は、それまでの施策の３本柱をさらに体系化するとともに、「次代を担う人づくり戦略」を加えた「４つのまちづくり重点戦略」と市民生活全般にわたる「６つのまちづくりビジョン」を掲げた本市のまちづくりの基本となる計画であり、「市民と行政との協働のシステム」として、今後のまちづくりの指針となるものであります。

また、市民との協働を図っていくうえでは、「信頼される市役所」の構築が何より不
可欠であるところから、職員の意識改革を含む行財政改革に取り組む一方、ＩＴを積極的に活用した行政サービスの充実にも鋭意取り組んできたところであります。

　こうした取り組みを通し、私は、本市の未来を切り拓くのは、「郷土の明日」を願う多くの市民の皆様の熱い思いと力強い行動にあることを実感し、そしてそれが明日の会津若松のまちづくりに向けた原動力となることを確信した4年間でありました。

改めまして、これまでの議員各位はじめ市民の皆様のご理解とご協力に対し深く感謝申し上げる次第であります。

【時代認識及び平成１５年度市政運営における重点事項】

さて、現在の社会情勢は、長引く景気の低迷やこれに伴う失業率の悪化など厳しい状況下にあり、地方自治体におきましても、少子高齢化の急速な進行や地方分権の推進など、これまでにない変革の時代を迎えております。

私は、このような時代なればこそ、もう一度自らの足元を見つめ直し、市民の皆様と力を併せ、知恵を出し合って、様々な課題を克服していく必要があると考えております。

そこで平成１５年度における市政運営の重点事項について申し述べます。

〔①会津ブランドをいかした元気なまちづくりの推進〕

はじめに、「会津ブランドをいかした元気なまちづくり」の推進であります。

これまで進めてまいりました施策を継承することはもとより、新たな施策についてもこれに着実に取り組み、長期総合計画「会津まちづくり物語」に掲げた「会津ブランドをいかした元気なまちづくり」の実現を目指し、４つのまちづくり重点戦略並びに６つのまちづくりビジョンに掲げる様々な施策の具現化に向け、今後とも「市民との協働」を柱に「信頼される市役所」の構築を図り、私はもとより、全職員一丸となって全力を傾注してまいる所存であります。

幸運にも、今、全国的に会津が脚光を浴びようとしており、まさに会津に追い風が吹いていると感じております。このチャンスと逃すことなく会津の魅力を発信するとともに、この会津ブランドが、まちや産業の活性化、同じ郷土を愛する人々の連帯感の醸成等につながるものとなるよう、戦略的に取り組んでまいる考えであります。

〔②市町村合併への取り組み〕

次に、市町村合併への取り組みであります。

高度情報化の急速な進歩、少子高齢化の進行、地方分権の進展、住民の価値観の多様化、さらに国の構造改革の推進等により、地方自治体を取り巻く環境は大きく変化しており、これからは基礎的な自治体としてその行政能力の向上と効率的な行政体制の整備・確立が求められております。

私は、今後の本市のまちづくりを進めていくうえで、このような時代の要請に対応していくためには、市町村合併の推進が必要であると考えております。

合併につきましては、本市にとって昭和30年以来の歴史的転換であり、本市のまちづくりさらには今後の会津地域におけるまちづくりのあり方に関わる大変重要な事項であり、本市並びに会津地域全体の活性化の観点から、市民の皆様とともに真剣に取り組んでまいる考えであります。

〔③行財政基盤の確立〕

次に、行財政基盤の確立に向けた取り組みであります。

国内経済状況を見ますと依然としてデフレ傾向が継続しており、長期にわたる景気の低迷など、極めて深刻な情勢となっております。また、政府は引き続き経済再生に向けた構造改革の断行に強い決意を打ち出しており、そのなかでも地方歳出の見直しは今後の本市財政運営に極めて大きな影響を及ぼすものと懸念するところであります。

このような中、本市の財政状況は、かつて経験したことのない厳しい局面を迎えており、地方の財源保障機能である普通交付税の大幅な減額、一般財源の柱となる市税収入の落ち込みは避けられない状況にあり、従来の手法では行財政運営自体が成り立たない状況となることも予測されます。この厳しい状況を乗り切るために、また、国の地方財政制度の見直しに対応するために、行財政基盤の強化に向けた取り組みが喫緊の課題となっております。

私は、本市の将来を見据え、この難局を乗り切るために、職員数の適正化、人件費の抑制も含めた事務事業全般にわたる抜本的見直しを行い、社会経済情勢の変化に柔軟に対応できる行財政基盤の確立に向け、最大限の努力を傾注してまいる考えであります。

【平成15年度施策の展開】

以上、平成１５年度の市政運営にあたっての基本的な認識について申し述べましたが、平成15年度施策の具体的な方針と展開について、長期総合計画の枠組みに沿いお示しをいたします

【４つのまちづくり重点戦略】

まず、重点的かつ先導的に取り組む「4つのまちづくり重点戦略」のうち、「美しい環境のまちづくり戦略」についてであります。

私たちのふるさとは、豊かな自然環境に恵まれ、それは美しいものを美しいと感じることのできる「心」の醸成、そして心の通い合う地域コミュニティの形成に不可欠であり、市民の皆様との協力により後世にしっかりと伝えられるべきかけがえのないものであります。

このことから私は、就任以来一貫して「市民参加によるまちづくり」を提唱し、その取り組みの一つが「花」をテーマにしたまちづくり、花と緑あふれる景観づくりであります。
これまで、市民ボランティア等による市民参加の仕組みづくりを行い、様々な活動を展開してまいりましたが、今後も引き続き事業推進・拡大を図りながら、多くの市民の方が気軽に花に親しみ、そして、本市を訪れた方々に感動と安らぎを与える美しいまちづくりを進めてまいります。

　次に、環境問題への取り組みについてであります。

まず、市民組織「あいづわかまつ環境市民ネットワーク」等の輪をさらに拡充するとともに、環境ボランティアの育成支援を行いながら、市民との協働によりさまざまな環境活動を行い、より多くの市民の方に環境保全の意識が広がることを目指してまいります。また、市内各事業所のISO１４００１認証取得の拡大にむけたセミナーの開催や、相談窓口及び広報による普及支援を行うとともに、引き続き家庭版ISO及び学校版ISOの推進拡大を図りながら地域一丸となった取り組みを行ってまいります。

一方、エネルギー自給率が極めて低いわが国では、エネルギーを安定供給するための施策の展開が極めて重要であります。こうした状況から、太陽光や風力などのクリーンエネルギーの導入による地球温暖化の防止や石油や天然ガスに替わる代替エネルギーの確保が求められております。そこで、新たに策定した「会津若松市地域新エネルギービジョン」の各種施策の具現化にむけ、行政・市民・事業所における有効活用の可能性について調査検討してまいります。

さらに、省エネルギー施策につきましても、市民及び市内事業所に対し、現在の化石エネルギーの現状や地球温暖化に関する情報を提供し、改善にむけた意識の高揚を図ってまいります。

次に、「賑わいのある観光のまちづくり戦略」についてであります。
私は、観光が地域経済や雇用をささえる本市基幹産業の大きな柱であり、その振興を図ることが、他の様々な分野へも大きな波及効果をもたらすものであることから積極的に取り組んでまいります。

本市観光のシンボルである若松城天守閣は、会津の中心的な観光施設として、地域文化及び地域経済の振興に大きく寄与してまいりましたが、天守閣の展示内容をより一層魅力あるものとし、入場者数の拡大及び総合学習や教育旅行の支援に資するため、展示構成のリニューアルに取り組んでまいります。

また、平成１6年にはＮＨＫ大河ドラマ「新選組」の放映や新千円札に「野口英世博士」の肖像が使用されるなど、会津の歴史や郷土の世界的偉人が全国的な規模で取り上げられるところから、これを契機として、ゆかりの地や関係団体と協議・連携を図りながら観光振興、さらには歴史の継承につなげてまいります。

さらに、携帯端末を活用した「位置情報検索システム」を提供するとともにレンタサイクルを整備することにより、安全に、また快適にまちなか散策ができる条件を整え、教育旅行の誘致に力を注いでまいります。

また、まちなか周遊バス「ハイカラさん」の運行につきまして、その増便を図るとともに、これまでの片周り運行から双方向運行とするなど、観光客へのサービスや市民の利便性の向上とまちなか観光のイメージアップにつなげてまいります。

加えて、周辺市町村と連携しながら、公共交通機関を軸として回遊性の向上を図るため、「（仮称）会津カード」の構築など広域観光の推進に努めてまいります。

次に、「会津ブランド推進事業」としてブランド認定品の販売促進、新たな地域産品のブランド認定など会津ブランドを積極的に活用し、情報発信しながら会津のイメージアップを図るとともに地場産業の振興につなげてまいります。さらに、「会津若松経営品質賞」を継続し、企業競争力の強化と本市経済の活性化を図ってまいります。
また、平成１６年度「伝統的工芸品月間国民会議全国大会」の本市開催に向けた取り組みと、その受け皿づくりを進めてまいります。この全国大会は会津漆器をはじめとする伝統的工芸品を広くアピールし、これからの本市地場産業の振興と活性化につながる大変意義ある大会であり、多くのお客様をお迎えする経済効果はもとより、会津の魅力を全国に発信する絶好の機会であることから、この関連プレイベントとして、「うつくしま地場産品フェア」を本市で開催することにより、市民の皆様への啓蒙と全国大会開催の体制づくりを進めてまいります。

次に、「新たな窓を開く情報化のまちづくり戦略」についてであります。

急速な高度情報化の進展に伴い、産業、行政、市民生活におけるIT活用は加速度的に進んでおり、ITの成果を生かしたまちづくりが求められているところから、会津大学やIT関連企業が立地する本市の特性をいかし、高度情報化先進都市を目指してまいります。

　まず、平成１３年度に策定した「会津若松市地域情報化基本計画」を情報通信に関する社会経済及び国・県の動向を踏まえ、市民ニーズに沿った計画となるよう新たな見直し・策定を行い、「Aoiカード」・「地域イントラネット基盤整備事業」などの成果を継承してまいります。

　また、昨年開催をいただきました「会津若松市IT戦略懇話会」の提言を具現化していくため、アクションプログラムを作成するとともにIT産業振興の担当を配置するなど、産学官がそれぞれの役割を担い、相互の連携を密にしながら起業家の育成や創業を促進するため、ビジネスインキュベータ事業や新規開業支援事業を推進するなど、地域におけるより一層のＩＴ産業振興を図ってまいります。

　次に、「構造改革特区」についてであります。小中学校を通しての一貫的教育への取り組みやITを活用しての中高連携型教育指導への取り組みのため、「（仮称）会津若松市ＩＴ特区」の認定申請にむけ、計画策定及び関係団体等との協議・調整を図るとともに、引き続き様々な分野で本市の活性化につながる規制緩和策を提起してまいります。

次に、「次代を担う人づくり戦略」についてであります。

私たちを取り巻く環境は急速な勢いで変化しておりますが、それらがいかに変わろうとも新たな時代を担い将来のまちを築いていくのは「人」以外にありません。その意味で、「人づくり」はまさに「まちづくり」そのものと言えます。

幸いにも、本市には先人たちが築いてきた歴史や文化など多くの貴重な財産があり、それらを本市の人づくりにいかしてまいります。

まず、青少年健全育成事業といたしまして、引き続き市民共通の行動指針である「あいづっこ宣言」の周知を図るとともに、「朝のあいさつ運動」等具体的な行動を実施してまいります。また、子育て中の保護者を対象に家庭教育講座を実施し、幼児期からのしつけの大切さを理解してもらうなど、青少年の健やかな成長につながる施策を推進してまいります。

次に、「いにしえと夢の森整備事業」についてであります。市民の皆様が郷土の歴史や自然にふれ学習する機会を提供するために、歴史・自然の宝庫である飯盛山、背あぶり山、小田山及びその周辺に位置する「いにしえと夢の森」の四つのエリアと散策ルートについて、その整備指針を策定したところであります。今後は、この整備指針に基づき、新たに「（仮称）いにしえと夢の森サポーター制度」を創設し、市民ボランティアと行政が一体となって事業を推進してまいります。

また、「学びのまちネットワーク」といたしまして、まず、生涯学習に関する庁内・庁外の情報を収集、体系化し、市民の皆様がいつでも学べる環境づくりに努めるとともに、今後学習成果を生かせる場として、講師やボランティアの人材登録制度を設け、生涯学習のネットワーク化を推進してまいります。

次に、「（仮称）生涯学習総合センター」の整備についてであります。

現在使われております中央公民館や会津図書館の現状や、新たな生涯学習のための拠点施設への市民の皆様からの強い要望を踏まえ、その基本的考え方をお示しいたしました。今後も、市民の皆様の声を反映しながら、多様化する学習活動の機会と場所を提供する生涯学習推進の中心施設として、整備に向け取り組んでまいります。

さらに、男女がお互いに人権を認め合い、個性が尊重される社会を構築するため、「第三次会津若松市男女共同参画計画」を策定してまいります。

【６つのまちづくりビジョン】

つぎに、市民の暮らしを守り、豊かさを実感できるまちづくりの展開施策である「6つのまちづくりビジョン」についてお示しいたします。

はじめに、第一のビジョンである「豊かな自然のなかで人がかがやいて生きていく共生のまち」についてであります。

これからのまちづくりは、ボランティアやNPOなどの市民の力をまちづくりのパートナーとして行政と市民が一体となった取り組みが必要であります。このような認識からボランティア団体等の支援を行うため、活動参加や団体サービスを希望する市民へ団体活動情報を提供し、市内の市民公益活動の促進を図るとともに、本年社会福祉協議会において開設を予定しております「ボランティアセンター」と連携を図りながら、個人ボランティアが活動しやすい環境づくりを行ってまいります。

次に、昨年の集中豪雨を教訓とし、あらゆる災害に対応するため、消防、行政その他関係機関と地域住民が相互に緊密な連携をとり、危機管理意識の高揚、災害応急体制の充実、消防体制の整備等を図りながら迅速かつ的確な防災体制の確立に努めてまいります。

さらに、浸水被害を防ぐため雨水幹線の整備を行うとともに、水門調整を的確に行うための水門の電動化及び水路改修等の「溢水対策事業」を実施し、市民が安心して暮らせる災害に強いまちを目指してまいります。

また、本県が誇る美しい自然、猪苗代湖の水環境の悪化を未然に防止するため、流域関係自治体と連携を図るとともに、会津若松市猪苗代湖水環境保全推進計画により本市が取り組むべき具体的施策について総合的かつ効果的に実施してまいります。

次に、第二のビジョンである「希望に満ちていきいきと暮らせる福祉のまち」についてであります。

少子高齢社会が進展するなか、市民の皆様が生涯を通じて健康で、多様な役割を持って社会に参加し、生きがいや希望をもって生活ができる社会を目指してまいります。
まず、誰もが健康でいきいきと暮らすため、「健康わかまつ21計画」の推進により、健康づくり運動を展開してまいります。

また、地域住民がともに支えあい、安心して暮らせるまちづくりを目指し、地域による支援体制をつくるとともに、ボランティア意識の高揚を図るため、「地域支援ネットワークボランティア事業」を推進してまいります。

次に、障害者福祉制度におきましては、これまでの措置制度から支援費制度へと移行するところから、サービス基盤の整備に向け関係機関と調整を図りながら、障害者の方々が利用しやすい環境づくりに努めてまいります。

また、介護保険につきまして、「（仮称）第2期会津若松介護保険事業計画・高齢者保険福祉計画」に基づき、高齢者の生きがい対策等の各種サービスの充実・強化に努めてまいります。

さらに、急速な少子化社会の進展を踏まえ、行政として積極的な子育て支援に対応するため、子どもたちがのびのびと育つ地域環境、そして親が安心してこどもを生み育てやすい環境づくりを推進してまいります。

次に、第三のビジョンである「活力と個性にあふれる産業のまち」についてであります。
各種産業のバランスある発展とそれによる雇用機会の創出が求められております。

本市の長く培われてきた伝統産業をはじめとした商工業の振興や、農業に会津ブランドをいかしながら、活気に満ちた魅力あるまちづくりを目指してまいります。

まず、長引く経済不況に伴い完全失業率が史上最悪となるなど、本市の雇用環境も極めて厳しい状況にあるところから、昨年に引き続き県緊急雇用創出基金事業を活用した雇用の創出を図る事業を実施するとともに、合同求人就職フェアの開催等による就業機会の創出を図ってまいります。
次に、中小企業経営の安定と企業体質の強化を図るため商工業金融対策や中小企業支援、地場産業支援などをひき続き実施し、地域経済の活性化につなげてまいります。

また、商店街空き店舗対策など魅力的な商店街形成への支援を行うとともに、市民参加型のまちづくりを推進するため、七日町のまち並みづくりの例を参考とし、自主的、主体的に取り組む団体や地域に対する支援を行い、地域住民のまちづくりに対する気運を広げるとともに、市民との協働のまちづくりを通し地域活力の活性化につなげてまいります。
さらに近年、輸入農産物の残留農薬の問題をはじめ、食の安全性が強く求められており、食料と地域農業のあり方について、市民共通の認識に立った視点に基づく施策の展開が必要になっております。「アグリわかまつ活性化プラン２１」に掲げた地域連携による食料の安定供給と食料自給率の向上にむけ鋭意取り組む一方、地産地消運動推進のため、フォーラム開催による啓蒙宣伝活動等に積極的に取り組んでまいります。

また、都市、農村の交流を推進する「グリーンツーリズム支援事業」の推進、拡大に向け取り組んでまいります。

次に、第四のビジョンである「美しく住みやすい快適なまち」についてであります。
すべての人が生活・活動しやすい環境づくりを進めていくユニバーサルデザインの考え方に基づき、誰もが安心して通りやすい安全で快適な歩行空間を確保し、まちなか移動の利便性の向上を図るため、引き続き「人にやさしいみちづくり歩道整備事業」を推進してまいります。また、「会津若松市交通バリアフリー・冬期バリアフリー基本構想」を策定し、歩道系ネットワークの構築を図ってまいります。

次に、公営住宅「南花畑団地」の建て替えによる居住環境の改善を図るとともに、「高齢者向け優良賃貸住宅供給事業」の推進により高齢者の居住の安定確保につなげてまいります。

また、扇町土地区画整理事業につきまして、長年の目標でありました都市計画道路亀賀門田線の4車線開通が図られるところから、今後は都市計画道路藤室鍛冶屋敷線を始めとする４路線の早期供用にむけ整備促進を図ってまいります。

さらに、身近なまちづくり支援街路事業といたしまして、都市計画道路稲荷山七日町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

線及び都市計画道路藤室鍛冶屋敷線の２路線、また、都市計画道路インター南部幹線による幹線道路の整備促進を図ることにより、中心市街地の交通混雑の緩和を図るとともに市街地交通の利便性の向上に努めてまいります。

　また、公共下水道の整備を進めるとともに個別生活排水事業にも力を入れるなど、公共用水域の水質保全と水洗化の向上に努めてまいります。

次に、第五のビジョンである「人を育み心を大切にする学びのまち」についてであります。

市民の皆様が生きがいをもって暮らせるよう、様々な学習環境づくりを行ってまいります。
まず、「小金井小学校」がいよいよ４月に開校いたしますが、今後も老朽化した学校について改修等を進めるなど、児童生徒が安全で快適に学習できる教育環境の整備充実に努めてまいります。

また、「史跡会津藩主松平家墓所」について文化財として適切な整備と保存を行い、郷土の文化財として広く活用を図り、歴史と文化に対する意識の高揚に資するため、保存整備事業を行ってまいります。

さらに、スポーツ振興について、だれもが気軽に参加できるスポーツ環境の整備及びスポーツが暮らしの一部として市民の間に根付く新しい仕組みづくりを推進し、精神的豊かさと健康生活をもたらす「市民総スポーツ」を展開してまいります。

また、富士通跡地の利活用については、スポーツレクリエーション施設として、その早期供用開始を目指してまいります。

最後に、第六のビジョンである「みんなでともにつくり行動する協働のまち」についてであります。

市民の皆様がより主体的、積極的にまちづくりに参画できる仕組みづくりと信頼される市役所を目指してまいります。

まず、情報公開制度及び個人情報保護制度のより一層の充実を図るとともに、広く市民の皆様の意見を施策形成に反映させる「パブリックコメント制度」の導入を進めてまいります。

また、住民満足度の高いサービスを提供するにはこれまで以上に成果重視の行政運営へと行政のあり方を転換する必要があります。そこで市民の視点に立った行政運営についての職員の更なる意識改革を図るとともに、より質の高い行政への転換を図るため、行政経営品質の向上に取り組んでまいります。

さらに、引き続き「行政システム改革プラン」の推進を図り行政運営の効率化、質的向上を図るとともに、効率的な行政組織機構の整備を進めてまいります。

【結　び】

以上、平成１５年度の市政運営の考え方と主要な施策の概要について、ご説明申し上げました。

本年は、２１世紀の新たなまちづくりの方向性を見定める上で、重要な位置づけとなる年であります。

時代変革の大きな流れの中で、本市にとっての大きな課題の一つは、「市町村合併への取り組み」であると考えております。私は本市１２万の市民の皆様の生活を預かる市長として、さらに、会津地域の将来を見据えその進路を見定める地域の中核的都市の市長として、その重責を改めて痛感しております。歴史と文化・風土を共有する地域がその相互信頼を基本に、これまでの行政の枠を越え、ともに手を携え、新たなまちづくりを進めていくことが、これからの会津の再生と輝かしい未来を築いていく先導的役割を担うものと考えております。そして本市をはじめ会津地域全体の発展の礎を築くため、リーダーシップを発揮し、会津を牽引していくことが私に課せられた使命であると考えております。私は、愛する郷土の明るい将来を切り拓くため、この課題に誠心誠意取り組んでまいる所存であります。

一方、右肩上がりの経済成長の終焉による社会経済情勢を反映し、国、さらには他の自治体同様、本市財政も著しく厳しい状況となっております。この厳しい状況を乗り切るために、より一層の行政のスリム化を図り、無駄のない効率的な行財政運営の再構築にむけ早急に対処する必要があると考えております。そこで、本年は、時代や市民のニーズに対応できる行財政基盤の確立を図るため、抜本的な行財政改革に引き続き取り組んでまいる決意であります。

最後に、厳しい時代ではありますが、これら山積する課題に果敢に挑戦しながら、市民の皆様と、ともに知恵を出し合い、手を携えながら、「夢と活力のある会津若松」の実現にむけ、全力で市政運営に邁進することが、今日私に課せられた使命であり責務であると受け止めております。

何とぞ、議員各位をはじめ、市民の皆様のより一層のご理解とご協力を賜りますよう心から念願する次第であります。

平成１５年度施政方針（最終案）

　　　　　　　　　　　　　　　　ビジョンにコメントあり

会津若松市

（案２）

以上、平成15年度の市政運営の考え方と主要な施策の概要について、ご説明申し上げました。

今、わが国の社会経済は、大きな時代のうねりの中にあって激しく揺れ動いております。そして本市においてもこれまでにない厳しい時代を迎えております｡私は、こうした未曾有の激しい社会経済情勢を目のあたりにしますと、かつて先人達が経験した戊辰戦争の悲劇とその後の苦難と忍耐の時代に思いを馳せるのであります。この艱難辛苦の歴史は、同時に、郷土の復興を信じ、夢と希望を追い求めた発展への歴史でもあり、多くの先人の知恵とたゆまぬ努力が今日の繁栄を築きあげてきたものと考えております。

私は、この「会津の復興から発展の歴史」に学び、郷土を愛する熱い思いを胸に、この苦境に勇気と希望をもって敢然と立ち向かえば、必ずや明るい光が見えてくるものと確信しております。私は、12万市民の生活を守るため、また、本地方の中核的都市の首長として、持てる力を十二分に振り絞り、山積する課題に果敢に挑戦してまいります。そして本市の明るい未来を切り拓いていくことこそが今日私に課せられた使命であり責務と考え、「夢と活力のある会津若松」の実現に向け、奮闘してまいる決意であります。

何とぞ、議員各位をはじめ、市民の皆様のより一層のご理解とご協力を賜りますよう心から念願する次第であります。
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